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研究成果の概要(和文)： 
 本研究は、チャールズ・ディケンズの言語と文体の本質的な特徴を解明ための共同研究
プロジェクトで、18 世紀から 19 世紀にいたる主要な小説家の全作品を網羅する大規模な
電子コーパスを構築し、それとディケンズの全作品、手紙、演説からなる電子コーパスか
ら最新のコンピュータ技術を駆使したデータ分析とフィロロジーに立脚した伝統的で精緻
なテクストの読みとを融合させた研究である。 
 
研究成果の概要(英文)： 
 The aim of this collaborative research is firstly to build up the large-scale corpus of the 18th- and 
19th-century British novels and Charles Dickens’s works, letters and speeches and secondly to clarify 
some essential features of the language and style of Dickens with the corpus, which includes, besides 
Dickens, Daniel Defoe, Jonathan Swift, Samuel Richardson, Henry Fielding, Samuel Johnson, Laurence 
Sterne, Tobias Smollett, Oliver Goldsmith, Frances Burney, Mary Wollstonecraft, Maria Edgeworth, 
Jane Austen, Thomas De Quincey, Frederick Marryat, Benjamin Disraeli, Elizabeth Gaskell, William 
Makepeace Thackeray, Charles Reade, Anthony Trollope, Charlotte Brontë, Emily Brontë, George Eliot, 
Anne Brontë, Thomas Hardy, Robert Louis Stevenson, George Gissing, Joseph Conrad, Arthur Conan 
Doyle, Rudyard Kipling, and John Galsworthy 
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 直接経費 間接経費 合 計 
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２０１１年度 900,000 270,000 1,170,000 

２０１２年度 900,000 270,000 1,170,000 
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総 計 3,100,000 930,000 4,030,000 

 
研究分野：英米・英語圏文学 
科研費の分科・細目：文学・英米・英語圏文学 
キーワード：チャールズ・ディケンズ、コーパス、文体論、文献学、言語・文体 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究は当初、英国を代表するヴィクトリ
ア朝の小説家チャールズ・ディケンズの言語
と文体の本質的な特徴を解明することを目
的にした 6 名のディケンズ研究者による共同

研究プロジェクトでスタートした。 
 
２．研究の目的 
 18 世紀から 19 世紀にいたる英国の主要な
小説家の全作品を網羅する大規模な電子コ
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ーパスを構築し、それと既存のディケンズの
全作品、手紙、演説からなる電子コーパスか
ら最新のコンピュータ技術を駆使したデー
タ分析とフィロロジーに立脚した伝統的で
精緻なテクストの読みとを融合させた分析
法により、ディケンズの言語と文体の本質的
な特徴を解明することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 18 世紀から 19 世紀にいたる英国の主要な
小説家の全作品を網羅する大規模な電子コ
ーパスを構築し、それと既存のディケンズの
全作品、手紙、演説からなる電子コーパスか
ら最新のコンピュータ技術を駆使したデー
タ分析とフィロロジーに立脚した伝統的で
精緻なテクストの読みとを融合させた分析
法である。 
 
４．研究成果 
 18 世紀から 19 世紀にいたる主要な英国小
説家の全作品を網羅する大規模な電子コー
パスを構築した。 
(1) 18 世紀イギリス小説コーパス 
Defoe, Swift, Richardson, Fielding, Johnson, 
Sterne, Smollett, Goldsmith, Burney, Wollstone-
craft, Edgeworth, Austen の小説全作品 
(2) 19 世紀イギリス小説コーパス 
De Quincey, Marryat, Disraeli, Gaskell, Thack-
eray, Reade, Trollope, Charlotte Brontë, Emily 
Brontë, Anne Brontë, Eliot, Hardy, Stevenson, 
Gissing, Conrad, Doyle, Kipling, Galsworthy の
小説全作品 
 本研究の最終成果として The Language and 
Style of Charles Dickens を Peter Lang 社より出
版予定。 
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